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研究成果の概要（和文）：日本語の文理解における名詞句と動詞の統合過程に関して、脳波の一

種である事象関連電位を用いた研究を行った。従来、日本語文法研究において、非文法的であ

るとされてきた「二重ヲ格表現」（「太郎が花子に本を読ませた」vs.「*太郎が花子を本を読ま

せた」）に対して実験を行った結果、統語的逸脱を示す P600 成分が観察された。よって、この

非文法性に対する生理心理学的な証拠を手に入れることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：Research using the Event-Related Potentials (ERPs), which is a 
kind of brain waves, was done about the integration process of a noun phrase and a verb 
concerning the sentence comprehension in Japanese. Previous studies in Japanese 
grammar have claimed that the “double-O construction” is ungrammatical (Taro-ga 
Hanako-ni hon-o yomaseta.” vs. “* Taro-ga Hanako-o hon-o yomaseta.”) . As a result of 
experiment using the ERP, the P600 component which shows syntactic deviation, was 
observed. Therefore, the physiological evidence of this ungrammatical sentence was able to 
be got. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 従来、言語学においては、様々なデータ
に基づいて研究が行われてきた。例えば、広
範な文献を渉猟して膨大なデータを収集し
たり、未知の言語を詳細に記述したりしてき
た。さらに、母語話者の直観を体系的に用い

ることによって言語理論の構築を行ってき
た。こうした従来のデータ利用法に加えて、
近年は心理言語学的なデータ収集が盛んに
なってきた。 
 
(2) 代表者は米国留学(1984-1989 年)以来、心
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理実験によって得られたデータに基づいた
言語理論の研究を続け、その成果を博士論文
(1991, ニューヨーク市立大学)をはじめとす
る研究論文、著書に発表してきた。最近は特
に、事象関連電位を利用して理論的・実証的
な研究を行っている。 
 
(3) 平成 17 年 2 月には、日本学術振興会から
の補助を受けて、国際研究集会を開催した。
この集会では、米国・欧州において、事象関
連電位による言語研究を推進している研究
者(Peter Hagoort, Lee Osterhout, Annett 
Schirmer)と意見交換を行った。また、この
集会において、連携研究者（荒生弘史）並び
に研究協力者（諏訪園秀吾・安永大地）との
共同研究を発表した。翌年には、研究成果公
開促進費を得て、この国際研究集会の成果を
一書にまとめた。さらに、代表者は、平成 17
～19 年度の科学研究費を得て、いくつかの文
構造における事象関連電位の研究を行った。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、こうした研究背景を踏まえて、
文の要素を統合して理解していくプロセス
をリアルタイムで明らかにしようとするも
のである。例えば、「太郎が転んだ」という
文を考えてみよう。ここで、「太郎が」と「転
んだ」の関係は、「X が＋自動詞」という形態
的な結びつきかもしれない。あるいは、「動
作主＋動作動詞」という意味的な役割の結び
つきである可能性もある。さらには、「主語
＋述語」という統語関係を構築しているかも
しれない。また、これら３つのいずれか、ま
たは、全ての組合せかもしれない。 
 
(2) ところが、「太郎が転んだ」という文の処
理は非常にすばやく行われるために、２つの
要素の統合過程でどのようなことが起こっ
ているのか判然としない。そこで、統合操作
を困難にするようなケースと対照すること
によって、統合プロセスの仕組みを明らかに
しようとするのが本研究の目的である。ここ
で、「太郎を」に続けて「転んだ」が呈示さ
れた場合を考えてみよう。「太郎が転んだ」
と「太郎を転んだ」とを比較した時、後者は
「逸脱文」であると判断されるのであろうか。
もし、そうだとすれば、その逸脱性の原因は
何であろうか。それは、形態・意味・統語の
いずれか、またはいくつかの組合せであろう
か。こうした疑問に答えるために、日本語の
文理解における名詞句と動詞の統合過程を
心理言語学の観点から考察することを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 上述の研究目的を達成するには、ミリ秒
（1000 分の 1秒）単位で反応を捉えることの

できる、事象関連電位(ERP)を用いるのが非
常に有効である。なぜならば、従来の研究に
よって、形態的・意味的・統語的な逸脱のそ
れぞれに対応する特定の ERP成分が明らかに
なりつつあるからである。例えば、統語的な
逸脱（の解消）や袋小路文に伴う処理負荷の
増大に対して、刺激呈示後 600 ミリ秒前後の
陽性成分である P600 が生じる(e.g., 
Hagoort, Brown, & Groothusen, 1993; 
Osterhout & Holcomb, 1992; Osterhout, 
Holcomb, & Swinney, 1994)。そこでもし、「太
郎が転んだ」に対して「太郎を転んだ」で P600
が観察されれば、後者は統語的に逸脱した文
であると判断されていることになるであろ
う。 
 
(2) しかし、名詞句と動詞との統合プロセス
は純粋な統語的な現象ではなく、形態的なも
のである可能性がある。すなわち、「太郎を」
と「転んだ」との関係が、例えば、英語
の”You”と”runs” (*You runs. vs. He 
runs.)のような形態的な不一致と同様のも
のとして処理されていれば、刺激呈示後 400
ミリ秒前後に左側頭前方に現れる Left 
Anterior Negativity (LAN)に類する陰性成
分が観察されると予測される(Coulson et 
al., 1998; Gunter et al., 2000)。これは、
文の要素の統合に際して、要素間の形態的な
適格性が判断されていることを示す。 
 
(3) さらにまた、名詞句と動詞との統合プロ
セスは形態・統語的な現象ではなく、意味的
なものである可能性がある。例えば、対格で
表示された「太郎を」は、一般に「対象」と
いう意味役割を担うと考えられるが、「転ん
だ」という自動詞は「行為者」という意味役
割を必要とする。こうした意味的情報の不一
致が刺激呈示後 400ミリ秒前後で頭皮上に広
く分布する陰性成分の N400 を惹起するかも
しれない(Kutas & Hillyard, 1980; 
Friederici, 2002)。これは、文の要素の統
合に際して、要素間の意味的な適格性が判断
されていることを示す。 
 
４．研究成果 
(1) 平成２０年度は、脳波を用いた言語実験
のために必要な機器・設備の購入・設置を済
ませた。また、今後の様々な言語実験のため
に、汎用性を持たせたソフトの開発を業者に
委託し、見積もりを取った。 
 
(2) 平成 21 年度には、機器等の稼動状態を
確認し、いくつかの実験データの収集を試験
的に行った。また、対応する他動詞を持つ非
対格自動詞を用いた実験文のリストを作成
し、実験刺激となる実験文の作成を終了した。
さらに、パソコンを用いた文呈示実験で反応



 

 

時間などを計測可能な実験用のソフトウェ
アの開発が終了し、バグの修正などを行った。
また、平成２２年２月６日に九州大学文学部
において科研成果報告会を開催した。発表者
は、諏訪園秀吾「漢字の読みに関する ERP 成
分について」・荒生弘史「時間的処理と ERP：
拍の分割に対するミスマッチ反応」・安永大
地「ERP 測定並びにデータ解析システムにつ
いて」の 3名で、坂本勉が総合司会を務めた。 
 
(3) 平成 22 年度は、これまでに構築した実
験装置を用いて、日本語の「二重ヲ格制約」
に関する実験データなどを収集した。さらに、
対応する他動詞を持つ非対格自動詞を用い
た実験文のリストを作成し、実験刺激となる
刺激文の選定を完了し、パイロット実験を行
った。現在は、その結果を整理して、理論的
考察を行っている段階である。また、平成２
３年２月１９・２０日に九州大学文学部にお
いて科研成果報告会を開催した。発表は、坂
本勉「二重対格制約違反によって生じる ERP
について」、諏訪園秀吾「P600 vs P3b その
類似性について（P600 の P3b らしさについ
て）」、荒生弘史「広国大での脳波計測システ
ム の 構 築 と 脳 波 デ ー タ 」、 安 永 大 地
「Neuroscan を使用した実験環境の構築と分
析用プログラムの開発」、備瀬優「否定呼応
に関する心理言語学的考察－シカナイ構文
における認可処理の検討－」、小野創「日本
語のアスペクトミスマッチ／LAN」、時本真
吾・宮岡弥生「事象関連電位に観る敬語規
則：尊敬語と謙譲語」の７件で、坂本勉が総
合司会を務めた。この発表会はオープン形式
で行われ、17名の参加者があり、活発な議論
が展開された。 
 
(4) 平成２３年度の研究成果は以下のとお
りである。 
① 語順(SOV-OSV)が、文末に出現するであろ
う動詞の予測にどのように影響するかにつ
いての研究を行った。その成果を、「思考と
言語研究会」「日本認知科学会」「人工知能学
会 言語・音声理解と対話処理研究会」で発
表し論文にまとめた。 
② 従来、日本語文法研究において、非文法
的であるとされてきた二重ヲ格表現（太郎が
花子に本を読ませた。vs.*太郎が花子を本を
読ませた。）に対して、脳波を用いた実験を
行った。実験の結果、統語的逸脱を示す P600
成分が観察された。よって、この非文法性に
対する生理心理学的な証拠を手に入れるこ
とができた。その成果を、「人工知能学会 言
語・音声理解と対話処理研究会」で発表し、
論文にまとめた。 
③ 照応関係の処理プロセスに関する脳波実
験を行った。例えば、「タヌキさんに太鼓が
たたけたよ。」「ニワトリさんにもだよ」。の

ように、先行文脈に続いて「～にもだ」が出
現した時に、言語表現としては明示されない
が、文解釈のためには復元可能でなければな
らない構造である。その成果を、「日本言語
学会」で発表した。 
④ 公開ワークショップとして、『脳波から見
た認知処理―日本語の文処理を中心に』を、
平成 24 年 2月 11 日（土）12 日（日）に、九
州大学文系キャンパスにて開催した。11件の
発表、28 名の参加があり、盛会であった。 
 
(5) 平成２４年度には、海外の研究者を招聘
し、研究課題に関する議論を行った。今後は、
新たな科学研究費を得て、より広く海外の研
究者との議論を行っていく予定である。 
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